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代表質問（要旨）
議
員
（
公
明
）　

国
の
総
人
口
は
、

ほ
ぼ
百
年
後
に
は
半
減
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
世
界

が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
へ
移
行
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
今
後
到
来
す
る
こ
の

人
口
減
少
社
会
を
希
望
に
満
ち

た
明
る
い
も
の
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

今
後
、
大
幅
な
人
口
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
本

格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ

て
も
、
本
県
が
活
力
あ
る
県
と

し
て
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
夢
や

希
望
の
持
て
る
環
境
づ
く
り
、

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
の

産
業
大
県
づ
く
り
、
女
性
や
高

齢
者
、
外
国
人
な
ど
多
様
な
主

体
が
、
社
会
に
参
画
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

地
域
の
大
人
た
ち
な
ど

が
、
様
々
な
学
校
活
動
を
支
え

る
よ
う
に
な
る
と
、
教
師
の
負

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
教
師

が
授
業
に
集
中
し
、
子
ど
も
た

ち
に
向
き
合
う
時
間
が
生
み
出

さ
れ
る
。
地
域
全
体
で
、
子
ど

も
の
教
育
に
か
か
わ
る
「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
事
業
を
格

好
の
材
料
と
し
て
、
地
域
が
教

育
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

地
域
の
教
育
レ
ベ
ル
が
向
上
す

れ
ば
、
茨
城
県
の
大
き
な
魅
力

に
な
る
と
考
え
る
。
知
事
の
所

見
を
伺
う
。

知
事　

小
学
校
も
含
め
、
学
校

を
拠
点
に
し
て
、
地
域
の
多
彩

な
人
材
が
学
校
の
活
動
を
支
え

る
な
ど
、
地
域
社
会
総
が
か
り

で
子
ど
も
た
ち
を
さ
さ
え
る
体

制
整
備
を
進
め
、
地
域
の
教
育

力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
に
備
え
、
ま
た
厳
し
い
都
市

間
、
市
町
村
間
競
争
に
打
ち
勝

つ
た
め
に
は
、
広
域
的
な
地
域

連
携
や
、
よ
り
一
層
の
市
町
村

合
併
を
進
め
る
べ
き
。
ま
た
、

県
南
に
人
口
五
十
万
人
程
度
の

中
核
都
市
を
早
く
つ
く
る
べ
き

で
あ
る
。
今
後
の
合
併
推
進
に

向
け
て
の
、
知
事
の
決
意
を
伺

う
。

知
事　

水
戸
周
辺
地
域
と
土

浦
・
つ
く
ば
を
中
心
と
し
た
地

域
に
、
人
口
五
十
万
人
程
度
の

二
大
中
核
都
市
を
育
成
し
、
周

辺
市
町
村
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村

等
に
お
け
る
主
体
的
な
取
り
組

み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と

も
に
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

市
町
村
合
併
が
更
に
進
む
よ
う

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

議
員　

本
年
十
一
月
に
第
二
十

三
回
国
民
文
化
祭
が
本
県
で
開

催
さ
れ
る
。
こ
の
祭
典
に
は
、

全
国
か
ら
百
万
人
の
方
々
が
集

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
本
県
の

歴
史
、
文
化
、
芸
術
を
全
国
に

向
け
て
発
信
す
る
、
ま
さ
に
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の

祭
典
の
成
功
は
、
そ
の
ま
ま
茨

城
県
の
文
化
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
結
び
付
く
と
考
え
る
が
、

国
民
文
化
祭
の
成
功
、
文
化
振

興
に
向
け
て
の
知
事
の
決
意
を

伺
う
。

知
事　

国
民
文
化
祭
に
お
け
る

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的

で
積
極
的
な
活
動
を
通
し
て
文

化
の
振
興
と
本
県
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
、
開
催

ま
で
の
八
か
月
間
、
大
会
の
準

備
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
道
州
制
、
が
ん
対

策
、
商
店
街
の
活
性
化
、
農
業

の
推
進
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
も
質
問
）

●請願・陳情の仕方●
　請願・陳情は、県民の皆様の要望や意見を県政に反映させる大切な
制度です。
　請願は、必ず１名以上の県議会議員の紹介を必要とします（陳情の
場合は必要ありません）。
　請願・陳情を行う場合は、次の様式に基づき請願書または陳情書を
作成し、県議会へ１部提出してください。
　○必要な記載事項
　　１　請願（陳情）の趣旨
　　２　提出年月日
　　３　請願（陳情）者の住所（法人の場合はその所在地）
　　４　請願（陳情）者（法人の場合はその名称を記載し、代表者）

の署名または記名押印
　受理した請願書は、所管の委員会及び本会議で審議されます。そし
て、採択されれば知事等に請願を送付し、処理の経過及び結果の報告
を求めるなどの処理を行います。なお、本会議での採否の結果は請願
者（複数の場合は代表者）に通知します。
　また、陳情書は、所管の委員会に参考送付され、議案等の審査の際
の参考に供されますが、本会議において採否は決定されません。
　詳細については、県議会事務局議事課へお問い合わせください。
〔電話　（029）301̶5634〕

あなたの声を県議会に！

国
民
文
化
祭
に
向
け
た
対
応
は

大
会
の
準
備
に

万
全
を
期
し
て
い
く


